
別記様式 

 担当課 生涯学習課 

会 議 の 名 称 第４回鴻巣市文化芸術振興審議会 

開 催 日 令和６年８月２８日（水） 

開 催 時 間  午後２時００分 開会 ・ 午後３時４５分 閉会 

開 催 場 所  鴻巣市役所本庁舎３階３０３会議室 

議長(委員長・会長) 

氏 名 
会長 満井 康江 

出席者(委員)氏名 

（出席者数） 

満井 康江 間中 由利子 柳 沙智子 高橋 由紀 坂本 愛子 

坂本 秀徳 齊藤 佳子 瀬藤 貴史 小林 俊尋   （１０名） 

欠席者(委員)氏名 

（欠席者数) 
堀越 延年 齊藤 千賀子              （２名） 

事務局職員職氏名 

生涯学習課長   清水 健紀 
生涯学習課副課長 清水 裕子 
生涯学習課主査  小山 文代 
生涯学習課主事  菊池 耕晏 

傍聴の可否 

（傍聴者数） 
可 （０名） 

会
議
の
内
容 

（議題）鴻巣市文化芸術振興基本計画（計画案）について 

（決定事項など） 

（議題）  鴻巣市文化芸術振興計画（計画案）について、事務局から説明を行い、次のような意見・

質問があった。 

     ・「高齢者」「障がい者」という文言はあるが「外国人」についての文言がないので入れては

どうか。 

     －「外国人」という表現でよいのか、表現の文言も含めて検討していく。 

     ・市民が文化芸術に関する事業を実施する際、対応部署の一覧等の情報を載せられないか。 

     －多様なニーズなのでどの部署で対応できるかも含めて話を聞く。まずは相談して欲しい。 

     ・本文中、「アウトリーチ事業」という文言はわかりづらいので書き方を変更したほうがい

いのではないか。 

     －わかりやすい文言に変更していく。 

     ・基本計画は10年単位で改定されるが、途中でそれぞれの事例の改廃も考え、表現の幅を

持たせたほうがいいのではないか。 

     －事例については課題を解決していく手段として表現している。次回の改定時に内容を精

査し、増減していく。 

     ・青少年のつどいの記載がなかった。 

     －事業実施の趣旨が異なるので記載していない。 

     ・文字や表現方法を統一して欲しい。 

     －今後確認していく。 

・公民館利用の予約確定が現在は２か月前になっているが、期間が短く、発表会等の開催

が困難となっている。予約確定時期を前倒しして欲しい。 

・「主な取組」の具体例に、その関連事業も考慮し「等」とつけて欲しい。 

配
布
資
料 

・次第 
・資料１ 鴻巣市文化芸術振興基本計画 基本施策に関する意見書 
・資料２ 鴻巣市文化芸術振興基本計画（案）に関する意見書 

注 会議の内容の欄は、主な意見や質疑内容を交えて概要を記入し、記入事項が多い  

場合は、別紙に記入するものとする。 


